
教育学部

［ 2023 年度以降入学生に適用］

教育目標

教育学部は、 建学の精神を体現した人間性豊かな教員や保育士を養成することを目標としています。

具体的には、 乳幼児と児童の教育ならびに保育に関する高度な専門性と実践力を備え、 教育や保育の分

野で熱意と使命感をもって活躍できる人材を養成します。

ディ プロマポリ シー（ 卒業認定・ 学位授与に関する方針）

本学科では、 4 年以上在学し本学の課程を修め、 子供愛にあふれ、 教育や保育を通して社会の発展に

寄与するという 熱意と使命感をもった専門家として、次のよう な資質・ 能力を備えた者に学士（ 教育学）

の学位を授与します。

1 ． 子供の発達過程、 教育や保育の原理および制度・ 政策に関する専門的知識を備えている。

2 ． カリ キュラム、 教科や保育の領域および指導法に関する知識と技能を備え、 それらを実践に活かす

ことができる。

3 ． 社会の一員として、 幅広い教養を身につけ、 異なる価値観を有する人を理解することができる。

4 ． 新たに直面する様々な問題を客観的にとらえ、 批判的に探究することができる。

5 ． 主体的に学び続けるとと もに、 他者と協働で問題解決にあたることができる。

カリ キュラムポリ シー（ 教育課程の編成方針）

本学科では、 本学の卒業認定・ 学位授与の方針（ ディ プロマポリシー） に掲げる知識・ 技能などの目

標を達成するために、 共通教育科目、 専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し 、 講義、

演習、 実験、 実習を適切に組み合わせた授業を開講します。「 教員や保育士としての確かな力」「 理論と

実際を統合する力」「 創造的に問題を解決する力」 という 三つの力の育成が基本となっています。

1 ． 子供の発達過程、 教育や保育の原理および制度・ 政策に関する専門的知識を教授する専門基礎理論

科目を1 年次に配置する。

2 ． カリ キュラムの意義、 教科や保育の領域に関する専門的知識と技能を教授する科目を1 年次と 2 年

次に配置する。

3 ． 教科および保育の領域に関する指導法を教授する科目を2 年次から4 年次に配置する。

4 ． 教員や保育士にとって必要不可欠な教養を身につけるために、 人文科学、 社会科学、 自然科学、 健

康・ スポーツ科学、 外国語の科目、 数理・ データ サイエンス・ A I に関連する科目を1 年次から4 年

次にわたって配置する。

5 ． 理論と実際を統合するために、 実習および実習関連科目を2 年次から配置する。

6 ． 高等学校から大学への接続を円滑にし 、 キャリ ア意識を醸成するための初年次教育科目を1 年次に

配置する。

7 ． 客観的問題把握力と批判的な探究力を育成するためのゼミ ナール科目を3 年次と 4 年次に配置する。
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8 ． 教育学部教育目標の達成度評価は、本学部が定めた「 教員や保育士の力量を高めるためのルーブリ ッ

ク 」 に従って行う 。

9 ． 卒業研究の評価は、 別表に示す「 教育学部卒業研究審査基準」 に従って行う 。

10 ． 付属幼稚園実習および学外実習の履修資格審査は、 別表に示す「 実習資格審査基準」 に従って行う 。

11 ． 学生の主体的な学びを深めるため、 各科目の教授については、 その教育目標を達成するための最適

な様式を用いる。

12 ． 学修成果の具体的な把握・ 評価方法については、 シラバスに示された観点別評価方法に準じる。

アド ミ ッ ショ ンポリ シー（ 入学者の受入方針）

児童幼児教育学科（ 以下、「 本学科」 と いう ） では、 ディ プロマポリ シー及びカリ キュラムポリ シー

に定める教育を受け、 多様な分野にわたる教養や専門的知識と技能を有した教育者を育成するため、 次

に掲げる知識・ 技能や能力、 目的意識・ 意欲を備えた人を求めます。

1 ． 高等学校までに学習した教科すべてにわたって基礎学力を備えている人

2 ． 教育や保育を通して社会に貢献していく という 目的意識を持っている人

3 ． 学ぶ意欲が高く 、 何事にも主体的に取り 組む態度を備えている人

4 ． 資料や文献を読解・ 分析し 、 結論を導く 論理的思考力と表現力を備えている人

5 ． 対話と協働の精神と態度を備えている人
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教育学部

［ 2022 年度以前入学生に適用］

教育目標

教育学部は、 建学の精神を体現した人間性豊かな教員や保育士を養成することを目標としています。

具体的には、 乳幼児と児童の教育ならびに保育に関する高度な専門性と実践力を備え、 教育や保育の分

野で熱意と使命感をもって活躍できる人材を養成します。

ディ プロマポリ シー（ 卒業認定・ 学位授与に関する方針）

本学科では、 4 年以上在学し本学の課程を修め、 子供愛にあふれ、 教育や保育を通して社会の発展に

寄与するという 熱意と使命感をもった専門家として、次のよう な資質・ 能力を備えた者に学士（ 教育学）

の学位を授与します。

1 ． 子供の発達過程、 教育や保育の原理および制度・ 政策に関する専門的知識を備えている。

2 ． カリ キュラム、 教科や保育の領域および指導法に関する知識と技能を備え、 それらを実践に活かす

ことができる。

3 ． 社会の一員として、 幅広い教養を身につけ、 異なる価値観を有する人を理解することができる。

4 ． 新たに直面する様々な問題を客観的にとらえ、 批判的に探究することができる。

5 ． 主体的に学び続けるとと もに、 他者と協働で問題解決にあたることができる。

カリ キュラムポリ シー（ 教育課程の編成方針）

本学科では、 本学の卒業認定・ 学位授与の方針（ ディ プロマポリシー） に掲げる知識・ 技能などの目

標を達成するために、 共通教育科目、 専門教育科目及びその他必要とする科目を体系的に編成し 、 講義、

演習、 実験、 実習を適切に組み合わせた授業を開講します。「 教員や保育士としての確かな力」「 理論と

実際を統合する力」「 創造的に問題を解決する力」 という 三つの力の育成が基本となっています。

1 ． 子供の発達過程、 教育や保育の原理および制度・ 政策に関する専門的知識を教授する専門基礎理論

科目を1 年次に配置する。

2 ． カリ キュラムの意義、 教科や保育の領域に関する専門的知識と技能を教授する科目を1 年次と 2 年

次に配置する。

3 ． 教科および保育の領域に関する指導法を教授する科目を2 年次と 3 年次に配置する。

4 ． 教員や保育士にとって必要不可欠な教養を身につけるために、 人文科学、 社会科学、 自然科学、 健

康・ スポーツ科学、 外国語の科目を1 年次から4 年次にわたって配置する。

5 ． 理論と実際を統合するために、 実習および実習関連科目を2 年次から配置する。

6 ． 高等学校から大学への接続を円滑にし 、 キャリ ア意識を醸成するための初年次教育科目を1 年次に

配置する。

7 ． 客観的問題把握力と批判的な探究力を育成するためのゼミ ナール科目を3 年次と 4 年次に配置する。

8 ． 教育学部教育目標の達成度評価は、本学部が定めた「 教員や保育士の力量を高めるためのルーブリ ッ
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ク 」 に従って行う 。

9 ． 卒業研究の評価は、 別表に示す「 教育学部卒業研究審査基準」 に従って行う 。

10 ． 付属幼稚園実習および学外実習の履修資格審査は、 別表に示す「 実習資格審査基準」 に従って行う 。

11 ． 学生の主体的な学びを深めるため、 各科目の教授については、 その教育目標を達成するための最適

な様式を用いる。

12 ． 学修成果の具体的な把握・ 評価方法については、 シラバスに示された観点別評価方法に準じる。

アド ミ ッ ショ ンポリ シー（ 入学者の受入方針）

児童幼児教育学科（ 以下、「 本学科」 と いう ） では、 ディ プロマポリ シー及びカリ キュラムポリ シー

に定める教育を受け、 多様な分野にわたる教養や専門的知識と技能を有した教育者を育成するため、 次

に掲げる知識・ 技能や能力、 目的意識・ 意欲を備えた人を求めます。

1 ． 高等学校までに学習した教科すべてにわたって基礎学力を備えている人

2 ． 教育や保育を通して社会に貢献していく という 目的意識を持っている人

3 ． 学ぶ意欲が高く 、 何事にも主体的に取り 組む態度を備えている人

4 ． 資料や文献を読解・ 分析し 、 結論を導く 論理的思考力と表現力を備えている人

5 ． 対話と協働の精神と態度を備えている人
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